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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月17日(2014.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発電機ハウジング（３１２）用の水素制御システム（２００）であって、
　発電機ハウジング（３１２）に動作可能に接続され、発電機ハウジング（３１２）にお
ける環境条件をモニタする純度モニタリング・システム（ＰＭＳ）（２０４）と、
　ＰＭＳ（２０４）に動作可能に接続され、発電機ハウジング（３１２）からガス混合物
を抽出する発電機ハウジング（３１２）の出口に流体的に接続され、抽出されたガス混合
物の流量を測定し、少なくとも１つの質量流量制御バルブ（１１０）を介して抽出された
ガス混合物の流量をある流量範囲に渡って変更するように構成された質量流量制御システ
ム（１００）であって、
　　前記質量流量制御システム（１００）は、発電機ハウジング（３１２）と流体接続し
ているソレノイド・バルブ（１１２）を備え、
　　少なくとも１つの質量流量制御バルブ（１１０）が、抽出されたガス混合物の流量を
ある流量範囲に渡って変更することをしない場合に応答して、前記質量流量制御システム
（１００）は、ソレノイド・バルブ（１１２）を開き且つ少なくとも１つの質量流量制御
バルブ（１１０）を閉じるように構成された、
　質量流量制御システム（１００）と、
　質量流量制御システム（１００）の出口に流体的に接続された排気口導管（１０８）で
あって、質量流量制御システム（１００）から抽出されたガス混合物の一部を受け取り、
抽出されたガス混合物の一部を周囲空気に送るための排気口導管（１０８）と、
を備える水素制御システム（２００）。
【請求項２】
　質量流量制御システム（１００）は、ＰＭＳ（２０４）から受け取った信号に基づいて
ガス混合物の流量を調整する請求項１に記載の水素制御システム（２００）。
【請求項３】
　ハウジング（３１２）は、前部（３０６）、中央部（３０８）、および後部（３１０）
を有し、
　ＰＭＳ（２０４）は、発電機ハウジング（３１２）の前部（３０６）、発電機ハウジン
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グ（３１２）の後部（３１０）、および発電機ハウジング（３１２）の中央部（３０８）
のうちの少なくとも１つに独立に動作可能に接続された少なくとも２つの解析器（３０４
）を備える、
請求項２に記載の水素制御システム（２００）。
【請求項４】
　少なくとも２つの解析器（３０４）のそれぞれは、発電機ハウジング（３１２）の前部
（３０６）、発電機ハウジング（３１２）の後部（３１０）、または発電機ハウジング（
３１２）の中央部（３０８）のうちの１つの共通サンプリング点に個別に接続されている
、請求項３に記載の水素制御システム（２００）。
【請求項５】
　発電機ハウジング（３１２）に流体的に接続され、ＰＭＳ（２０４）に動作可能に接続
された水素源（１０６）であって、ＰＭＳ（２０４）からの信号に応答して清浄な水素を
発電機ハウジング（３１２）に提供する水素源（１０６）をさらに備える請求項３に記載
の水素制御システム（２００）。
【請求項６】
　タービン（２０８）と、
　タービン（２０８）に動作可能に接続された発電機（２０２）であって、ガス混合物を
収容するハウジング（３１２）を備える発電機（２０２）と、
　ハウジング（３１２）に流体的に接続された純度モニタリング・システム（ＰＭＳ）（
２０４）であって、ガス混合物中の水素の純度をモニタするＰＭＳ（２０４）と、
　ＰＭＳ（２０４）に動作可能に接続され、ハウジング（３１２）からガス混合物の一部
を抽出するハウジング（３１２）の出口に流体的に接続され、抽出されたガス混合物の一
部の流量を測定し、少なくとも１つの質量流量制御バルブ（１１０）を介して抽出された
ガス混合物の一部の流量をある流量範囲に渡って変更するように構成された質量流量制御
システム（１００）であって、
　　前記質量流量制御システム（１００）は、ハウジング（３１２）の出口と流体接続し
ているソレノイド・バルブ（１１２）を備え、
　　少なくとも１つの質量流量制御バルブ（１１０）が、抽出されたガス混合物の流量を
ある流量範囲に渡って変更することをしない場合に応答して、前記質量流量制御システム
（１００）は、ソレノイド・バルブ（１１２）を開き且つ少なくとも１つの質量流量制御
バルブ（１１０）を閉じるように構成された、
　質量流量制御システム（１００）と、
　質量流量制御システム（１００）の出口に流体的に接続された排気口導管（１０８）で
あって、質量流量制御システム（１００）から抽出されたガス混合物の一部を受け取り、
抽出されたガス混合物を周囲空気に送る排気口導管（１０８）と、
を備える発電システム（２２０）。
【請求項７】
　ガス・タービン（４０２）と、
　ガス・タービン（４０２）に動作可能に接続された熱回収蒸気発生器（ＨＲＳＧ）（４
０４）と、
　ＨＲＳＧ（４０４）に動作可能に接続された蒸気タービン（４０６）と、ガス・タービ
ン（４０２）または蒸気タービン（４０６）の少なくとも一方に動作可能に接続された発
電機（２０２）であって、ガス混合物を収容するハウジング（３１２）を備える発電機（
２０２）と、
　ＰＭＳ（２０４）に動作可能に接続され、ハウジング（３１２）からガス混合物を抽出
するハウジング（３１２）の出口に流体的に接続され、抽出されたガス混合物の流量を測
定し、少なくとも１つの質量流量制御バルブ（１１０）を介して抽出されたガス混合物の
流量をある流量範囲に渡って変更するように構成された質量流量制御システム（１００）
であって、
　　前記質量流量制御システム（１００）は、ハウジング（３１２）の出口と流体接続し
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ているソレノイド・バルブ（１１２）を備え、
　　少なくとも１つの質量流量制御バルブ（１１０）が、前記流量をある流量範囲に渡っ
て変更することをしない場合に応答して、前記質量流量制御システム（１００）は、ソレ
ノイド・バルブ（１１２）を開き且つ少なくとも１つの質量流量制御バルブ（１１０）を
閉じるように構成された、
　質量流量制御システム（１００）と、
　質量流量制御システム（１００）の出口に流体的に接続された排気口導管（１０８）で
あって、質量流量制御システム（１００）から抽出されたガス混合物の一部を受け取り、
抽出されたガス混合物の一部を周囲空気に送る排気口導管（１０８）と、
を備える複合サイクル発電システム（４００、５００）。
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